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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月11日(2018.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　男性用の尿トラップであって、
　協働してパッドを形成する内側の液送出層、吸収層、および液不浸透層を含み、前記パ
ッドは、
　主要吸収部位、第１のウイング、および第２のウイングを含み、前記第１のウイングと
前記第２のウイングは間の部分で空隙を画定し、
　前記第１のウイングは第１の折り目によって前記主要吸収部位と分けられ、前記第１の
ウイングは、外側の側方縁部、内側の側方縁部、および末端縁部を有し、前記内側の側方
縁部はこれに沿った三角形の切欠きを有し、前記外側の側方縁部と前記末端縁部は実質的
に９０°の角αを形成し、前記内側の側方縁部と前記末端縁部は実質的に９０°の角βを
形成し、前記第１のウイングは前記液送出層の反対側にある粘着性のステッカーをさらに
含み、
　前記第２のウイングは第２の折り目によって前記主要吸収部位と分けられ、前記第２の
ウイングは、外側の側方縁部、内側の側方縁部、および末端縁部を有し、前記内側の側方
縁部は、これに沿った、前記第１のウイングにおける前記内側の側方縁部の前記三角形の
切欠きに隣接する三角形の切欠きを有し、共に協働して多角形の開口部を形成し、前記外
側の側方縁部と前記末端縁部は鋭角の角ｖを形成し、前記内側の側方縁部と前記末端縁部
は鈍角の角θを形成し、
　前記第１のウイングを前記第１の折り目に関して折り、前記第１のウイングの前記内側
の側方縁部を前記第２の折り目に沿って一直線にし、前記第２のウイングを前記第１のウ
イングに折り重ねて前記第２のウイングの前記末端縁部を前記第１のウイングの前記外側
の側方縁部と実質的に一直線にし、前記第２のウイングの前記内側の側方縁部を前記第１
の折り目と実質的に一直線にし、それによって前記多角形の開口部を閉鎖し、前記第１の
ウイングの前記粘着性のステッカーが前記第２のウイングの結合面と係合して、前記第１
のウイングと前記第２のウイングの二重層で閉鎖するときに形成される、尿トラップ。
【請求項２】
　前記主要吸収部位の液不浸透層の反対側に第２の粘着性の細長片をさらに含み、



(2) JP 2017-521221 A5 2018.6.21

　前記第１のウイングと前記第２のウイングの周囲に沿った前記第１の折り目から前記第
２の折り目までの縁が、テープを付けた縁を含み、
　前記第１のウイングの長さが前記第２のウイングの長さの約２倍であり、かつ
　粘着性の細長片が使用者に前記尿トラップを直接固定する、請求項１に記載の尿トラッ
プ。
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